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皆様方には平素より外塚潔の県政活動につきまして、
ご理解とご協力をいただき誠に有難うございます。
外塚潔は、皆様のご支援により2019年1月8日県議会

議員として三期目の初登庁を迎えました。新しい議員記章
を授かり、再び責任の重さを感じると共に、ご支持を頂い
たみなさまに感謝を申し上げます。これからも、県民一人
ひとりが安全安心を実感できる生活環境の充実と向上に
尽力して参ります。
昨年は、文教警察委員会、情報委員会委員として調査
活動を進めてまいりました。
教育長関係では、「子どもたちの【社会を生き抜く力】の

育成」をテーマとし、乳幼児からの教育や発達段階に応じ
た教育を学校・家庭・地域等が連携して行い、子どもたち
の生きる力を育む方策について検討してまいりました。
また、これからの日本や世界をリードする人材の育成
方策や、教員の働き方を見直すとともに資質能力の向上
を図る方策等を調査してまいりました。具体的には、就
学前教育の充実、家庭教育力の向上、道徳教育の充実や
郷土教育の推進自然体験活動の充実、ＩＴを活用した英
語教育やプログラミング教育の推進、教員の働き方改革
では業務改善の推進、外部人材の活用、教員研修の充実、
教員のメンタルヘルス対策の充実などであります。
警察本部関係は「飲酒運転の根絶と高齢者の交通事故

抑止対策」について、各々の審査テーマを中心に県の取
り組むべき施策について検討するとともに、その他所管
事項についても調査活動を行ってまいりました。
更に、令和元年秋に開催される「第74回国民体育大会

いきいき茨城ゆめ国体・第19回全国障害者スポーツ大会
いきいき茨城ゆめ大会」を成功させるための環境づくり
を図ってまいりました。
本年は、総務企画委員会、茨城県議会ＩＣＴ化検討会

議委員として、活動に取り組んでおります。

今年の総務企画委員会は【地域間競争に打ち勝つ活力
あるいばらきづくり】を基本テーマに、「地域資源の活用
による活力あるいばらきづくり」自転車や古民家、スポー
ツ資源を活用した地域活性化と茨城ブランド力の向上の
取組み「交通インフラを活用した活力あるいばらきづくり」
鉄道・バス・茨城空港を活用した活性化と地域振興の取
組み「ＩＣＴの活用による効率的な体制づくり」ＲＰＡや
ＡＩ導入による業務の効率化・省力化などについて、各々
の審査テーマを中心に県が内外で取り組むべき施策につ
いて検討し、その他所管事項についても調査活動を行っ
ております。
また、茨城県議会ＩＣＴ化検討会議では、新しい試み

として、県議会においてもタブレット端末を導入して利
活用を図るための調査を行っております。
茨城県庁内ではペーパレス化が進み、議事堂以外での

ＩＴ化は進んでおりますが、本会議場でのＩＣＴ活用方法
について議論を重ねております。
今後も霞ヶ浦を活かした地域の活性化、農林漁業の振

興、子どもから高齢者まで安全安心な生活環境の充実、
市内県道の歩道未整備箇所の解消と霞ヶ浦湖岸堤防強化
整備工事などをしっかりと進めてまいります。

平成31年第1回定例会で、通算7回目の一般質問を行
いました。
今回の内容も「みんなの声を県政へ」という初心に沿い

「人が輝くまちづくり」を実現するための事項を掲げました。
県政発展のため全力で取り組んでおりますが、初志貫
徹、目標達成のためには、皆様方のさらなるご支援とご
協力が必要でございます。今後もみんなの声を県政へ届
け、確実に成果を上げるべく活動してまいりますので、
皆様方には、倍旧のご指導ご鞭撻をいただけますようお
願い申し上げます。
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外塚議員質問
つくばエクスプレスの
県内延伸が実現すれば、
交通アクセスの飛躍的向

上や県内の鉄道ネットワークの充実が図られ、
延伸された地域の発展につながる。加えて、
常磐線沿線など県内の他の地域の活力の向上
にもつながる。
知事には、県が自ら茨城県民鉄道の事業主
体となって延伸に乗り出していくぐらいの強い
意気込みも期待するところであり、知事のリー
ダーシップで、必要な資金の確保やルートの
選定、関係者との調整などに
前向き、かつ具体的に取り組
んでほしい。
県総合計画の2021年度ま

での計画期間内で、つくばエ
クスプレスの県内延伸にどの
ように
取り組
んでい
くのか。

大井川和彦知事答弁
昨年11月に策定した
県総合計画において、つ
くばエクスプレスの県内
延伸について検討を進めるとともに、2050
年ごろを展望した茨城のグランドデザインの
中で、複数の延伸イメージを示したところで
ある。
来年度、水戸・つくば間の交通ネットワー

ク強化のため、両都市間を結ぶ高速バス増便
実証実験に取り組んでいくが、その結果等も
参考にしつつ、資金の確保やルートなどを幅

広く検討を行い、県内延
伸の実現に向けて、あら
ゆる可能性を模索しなが
ら、しっかりと取り組ん
でいく。

１．つくばエクスプレスの県内延伸について

茨城県議会議員　外 塚 　 潔 　　　
（平成 31 年 3 月 6 日）

● 一般質問の録画は以下のサイトからご覧になれます。茨城県議会・インターネット中継　http://www.ibaraki-pref.stream.jfit.co.jp/

平成31年第1回定例会一般質問
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３．つくば霞ヶ浦りんりんロードについて

（１）日本一のサイクリング環境の構築

外塚議員質問
平成28年第１回定例

会で、タンデム自転車に
ついて公道全般を走行で

きるようにしてはどうかと提案した。
今年、茨城県道路交通法施行細則の改正に
ついてのパブリックコメントが実施された。
改正の内容は、４月から、複数乗車（タンデ
ム自転車含）による公道走行を可能にするも
のである。
利用者の方々に安全に快適にタンデム自転
車でのサイクリングを楽しんでほしい。かす
みがうら市交流センター周辺でレンタサイク
ルや体験教室を行うなど取り組みも考えられ
るのではないか。
つくば霞ヶ浦りんりん
ロードについて、今後ど
のように日本一のサイク
リング環境の構築に向け
て取り組んでいくのか。

政策企画部長答弁
かすみがうら市の歩崎

公園では、年間を通じた
各種イベントが開催され
ていることから、こうした機会を捉えて、試
乗会などを行っていきたい。
レンタサイクルについては、土浦市内を発
着として、広域レンタサイクルにタンデム自
転車を配備する方向で検討を進めており、今
後、その利用動向を踏まえながら、沿線地域
に広げていくこととしたい。
つくば霞ヶ浦りんりんロードが、首都圏に
近く、平たんで走りやすいコースであること
やそのサポート体制が充実していることなど
を視覚障害者やパラスポーツ関係者にも幅広
くＰＲすることなどを通じ、本県の観光振興
や障害のある方々にも優しい県として、イメー
ジアップにもつなげていきたい。

茨城県議会議員　　外 塚　潔　　県政活動報告書

外塚議員質問
霞ヶ浦二橋について

は、11市町村で、毎年、
精力的に要望活動を実施

しているが、今後は、県とともに国へ要望す
ることも必要である。
霞ヶ浦二橋の整備が実現すれば、交通の利
便性の向上に加え、地域の活性化や交流、定
住人口の拡大が期待される。また、災害発生
時には、物資の輸送や県内外の住民の避難の
ための道路としても非常に重要な役割を果た
す。
霞ヶ浦の西浦にかかる唯一の橋である霞ヶ
浦大橋について、鹿行地区と医療機関が集積
する土浦、つくばをつなぐ命の道であると申
し上げてきたが、霞ヶ浦二橋も住民にとって
は命の道である。
霞ヶ浦二橋の整備について、今後どのよう
に取り組んでいくのか。

２．霞ヶ浦二橋の整備について
政策企画部長答弁
新たな県総合計画の

「2050年頃の茨城の姿」
において、霞ヶ浦二橋構
想のおおよそのイメージを示した。
また、新総合計画では、従来の５つの地域
区分に加えて、産業構造や人口動態、将来の
発展の方向性を勘案し、新たに11のゾーン
を設定した。
今後の計画推進に当たっては、それぞれ
テーマを定めて、市町村と意見交換を行い、
きめ細かな地域振興の方策を検討していく。
霞ヶ浦二橋についても、このような場を活用
して、機運の醸成につなげていきたい。
県としては、整備に要する莫大な費用や
時間と、利便性の向上や地域活性化、災害時
の避難ルートといった整備効果を比較しなが
ら、地元市町村と知恵を出し合い、実現に向
けて努力していく。
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３．つくば霞ヶ浦りんりんロードについて

（２）県道桜川土浦潮来自転車道線の整備

外塚議員質問
県道桜川土浦潮来自

転車道線のうち、霞ヶ
浦湖岸の40キロメート

ルについては、堤防上の既設の道路を拡幅し
て、新たに自転車道を整備する計画だが、な
かなか整備が進んでいない。今般、道交法
施行細則が改正されると、複数乗車によるタ
ンデム自転車の走行も可能になる。
日本一のサイクリング環境を目指し、つ
くば霞ヶ浦りんりんロードのブランドイメー
ジの向上を図るには、ソフト面での対策に
加え、自転車道の早期整備というハード面
での対策が欠かせない。
霞ヶ浦湖岸の県道桜川土浦潮来自転車道
線の整備の状況と今後見通しについて伺う。

土木部長答弁
土浦駅周辺から田村休
憩所までの約1.8キロメー
トルについて整備を進め
ている。今年度までの整備により約1.1キロメー
トルが完了するので、残る約0.7キロメートルの
整備を引き続き進めていく。
国道354号の霞ヶ浦大橋の橋詰では、国道

を直接横断せずに、この下を抜ける市道を通っ
て安全に横断できるよう、堤防から市道へおり
るスロープの設置工事を進めており、今月末に
は完了する予定である。
また、かすみがうら市内の戸川橋については、
湖岸に沿って新たに自転車と歩行者専用の橋
を設置することとしており、現在、河川管理者
である国と協議を行いながら、地質調査や設計
を実施している。

第3期田伏堤防湖岸工事完了

完了 沖ノ内地内堤防からのスロープ設置完了

完了 下稲吉小学校前信号機設置 完了 6号国道路面補修

完了

完了 354号見通しの悪い地区を整備 完了 三ツ木交差点停止線をセットバック設置

整備前 整備後

運用前 運用後

工事前 工事後

整備前 工事前 工事中 工事後

工事前 工事中 工事後工事後

茨城県議会議員　　外 塚　潔　　県政活動報告書
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４．霞ヶ浦の地域資源を活かした振興について
営業戦略部長答弁
帆引き船については、
茨城の歴史をテーマに作
成したパンフレットの中
で、産業の近代化を示す資源として紹介した
ほか、県公式カレンダーに「８月の顔」とし
て掲載した。
また、観光いばらきホームページ等の４K動
画「絶景茨城」で発信しているほか、テレビ
広報番組「たくみにまなぶ」の中で「帆引網漁」
の様子を紹介するなど、霞ヶ浦地域の魅力を
広く伝えてきた。
観光資源の磨き上げとしては、今年度、霞ヶ

浦のサンセットクルーズ等を組み合わせたモ
ニターツアーを実施した。
今後は、既存の動画のキャンペーンでの放

映や自治体初の公認バーチャルYoutuber「茨
ひより」などによるPRも含めて検討していく。
また、帆引き船のサンセットクルーズやラ
イトアップ操業など、夜型観光の新たな魅力
を組み合わせながら、引き続き旅行商品の造
成を働きかけていく。

政策企画部長答弁
霞ヶ浦には隠れた地域
資源がまだまだ数多く存
在すると考えられるの
で、県総合計画の方針等も踏まえながら、さ
らなる地域資源の発掘に努め、その有効活用
を図ることにより、霞ヶ浦周辺地域の振興を
推進していく。
霞ヶ浦に多く所在する漁港や船だまりを拠
点として多彩なレジャー等が行われることは、
さらなる交流人口の拡大やイメージアップが
期待される一方で、市町村や漁業者等の理解
が何よりも重要となるので、管理者である市
町村や漁業関係者等の意向を十分に踏まえた
上で、関係部
局が連携を図
りながら、活
用の可能性に
ついて検討し
ていきたい。

外塚議員質問
帆引き船が漁を行うた

めの船であること、観光
客は乗船できないといっ

た特徴は、意外に知られていない。
知名度向上には、ムービーコンテストを実
施し、優秀作品をインターネットで公開する
など、動画によるPRも有効ではないか。
霞ヶ浦地域の観光誘客のこれまでの推進策
と、今後どのように取り組んでいくのか伺う。
また、霞ヶ浦には、11の漁港と150の船

だまりがあり、ほとんどは市町村が管理して
いる。市町村と連携して、釣りやウオーター
スポーツなどに活用し、交流人口の拡大や地
域の活性化につなげられないか。
霞ヶ浦の地域資源を生かし、今後どのよう
に地域の振興を図っていくのか。

5
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外塚議員質問
サービス付き高齢者向

け住宅、いわゆるサ高住
が、高齢者が住みなれた

土地で安心して生活できる住まいとなるため
には、地域の方々の十分な理解を得ることが
欠かせない。
訪問介護などを利用したいサ高住の入居者

は、別途介護保険サービス事業所と契約する
ことになる。
適正なサービスを提供していくことは、介護
保険制度の安定的、持続的な運営のためにも
極めて重要であり、県が適切に指導監督して
いくことが、サ高住の入居者、介護保険サービ
スの利用者、ひいては全て
の県民の安心につながる。
サービス付き高齢者向け
住宅の登録事業者及び介
護保険サービス事業所に対
し、県はどのように指導監
督していくのか。

外塚議員質問
県内の野生鳥獣による
農作物などの被害は深刻
化しており、先日夜間、

かすみがうら市内でイノシシと遭遇した市民の
方は大きな恐怖と不安を感じたと訴え、早期
対策を要望された。
また、捕獲後、焼却処分などにより廃棄さ
れるイノシシをジビエとして利活用すること
は、被害軽減対策の有効な一手段となる。
県が中心になって、被害軽減につながるあら

ゆる取り組みにチャ
レンジしてほしい。
イノシシなど野生
鳥獣による被害対策
にどのように取り組
んでいくのか。

５．サービス付き高齢者向け住宅と介護保険制度について

福祉担当部長答弁
昨年４月に茨城県高齢
者居住安定確保計画を改
定し、県独自に、地元市
町村への事前協議や周辺住民に対する説明会
の開催などを定めるとともに、事前に市町村長
の意見を求めることとした。
サ高住の登録事業者に対する指導監督につ

いては、登録どおりのサービスを提供している
か、県が定期的に立入調査を行い、不適切な
内容については改善を求めている。また、介護
保険サービス事業者に対しても、定期的に実
地指導を行うとともに、不正請求などの疑いの
ある事業者に対
しては、監査を
行い、事実関係
を調査の上、必
要な是正措置を
求めている。

農林水産部長答弁
今年度は、侵入防止施

設の設置やイノシシの捕
獲経費への補助などの予
算を拡充するとともに、新たに緩衝帯整備へ
の補助などに取り組んでいる。
今後、鳥獣被害の軽減を図っていくために
は、被害防止対策に主体的に取り組む地域を
ふやす必要があるので、平成31年度は、市
町村等と連携して、被害対策を推進する人材
の育成や狩猟者の確保、効率的な捕獲方法の
確立を進めていく。
また、現在、イノシシの処理加工施設を整備
する意向を持った市町村があ
ることから、出荷制限解除に
向けた国との協議や、ジビエ
カーの導入を含め施設整備に
向けた支援等を行っていく。

６．イノシシ等鳥獣被害対策について
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７．霞ヶ浦の儲かる水産業に向けた取り組みについて
農林水産部長答弁
ワカサギについては、
漁期前の資源予測手法
の高精度化などに取り組
み、資源の保護を図りながら最大収益を得る
操業が可能となるよう、漁業者への情報提供
や助言等を行い、経営の安定と収益性の向上
を図っていく。
コイ養殖については、乳酸菌をえさに活用
することや産卵時期のコントロールなど、新
たな養殖技術開発に取り組み、生産コストの
低減とともに、肉質の向上や子持ちコイの周
年供給による単価向上を図っていく。
漁獲物の加工では、生食として人気の高い

シラウオについて、水産試験場で凍結品の技
術開発を進め、普及することにより、漁期以
外にも供給可能とし、新たな販路開拓の支援
などにより、知名度と収益の向上を図ってい
く。

外塚議員質問
霞ヶ浦の水産業につい

ては、地域の基幹的な産
業の名にふさわしい収入

と利益が得られる儲かる産業にしていくことが
欠かせない。
昨年の第３回定例会で、水産試験場内水面支
場について、研究棟や魚類飼育実験棟の整備
を行う予算が成立した。
今後、リニューアルされた水産試験場内水
面支場が中心となって、霞ヶ浦の水産資源のブ
ランド化につながるような技術開発を行い、そ
の技術を生かし、多くの関係者と連携しながら、
霞ヶ浦の儲かる水産業の
実現を果たしてほしい。
霞ヶ浦の儲かる水産業

の実現に向け、今後どの
ように取り組んでいくの
か。
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外塚議員質問

教員がある日突然、け
がや病に襲われることは
あり、本人は元気でも、

家族が倒れ、介護に当たらなくてはならない
といった事態も考えられる。
現在、教員のなり手不足が大きな課題となっ

ており、教員は長時間労働のブラックな仕事と
いうイメージが原因の一つだという声もある。
働き方改革を進めるとともに、教員の突然の
欠員に対応できるだけの仕組みを整えていく
ことが、優秀な教員の確保にもつながる。
年度途中の教員

の欠員が生じた場
合の対応について、
現状と課題、今後
の取り組みについ
て伺う。

８．教員の機動的な配置について

教育長答弁

昨年度から、臨時的任
用職員を希望する者の情
報を県全域でデータバン
ク化することで、効率的に情報を収集できるシ
ステムを構築し、年度途中の任用に速やかに
対応できるよう努めている。
育児休業者の代替については、来年度から

は、臨時的任用職員から任期付き教職員を任
用することとした。これにより、教職員から育
児休業が申請された際には、任期付き教職員
選考試験に合格し
て採用候補者名
簿に登録された
者から任用できる
ため、時期を逸す
ることなく代替者
を確保できる。
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2019年
活動報告

6月23日運武館活動調査

8

2018年9月16日世界湖沼会議サテライトかすみがうら調査活動

10月15日第17回世界湖沼会議調査活動

2019年1月24日豊洲新市場調査活動

12月15日雪入ふれあいの里公園冬のクラフト市調査活動

1月25日ワカサギ孵化事業調査活動

2月4日県南農林・県央農林要望活動 2月5日霞ヶ浦二橋建設促進活動 2月14日総務企画委員会にて各部局の事業概要を問う

2月15日カスミみらい福祉事業調査活動

2月24日霞ヶ浦田村沖宿戸崎地区自然再生事業試験火入れ管理調査活動

2月18日国道354号整備促進協議会要望

9月26日特別養護老人ホームふるさとでの消火訓練調査活動

3月18日都市計画道路「神立停車場線」開通式典調査活動3月14日総務企画委員会にてAI・RPA業務の効率化と茨城空港の利用状況を問う

政策企画部長へ 知事へ

土木部長へ要望 県議会議長へ要望

県議会議長へ陳情

3月30日りんりんポート土浦オープニングセレモニー調査活動

6月4日県南農林事務所土地改良部門への要望活動

5月20日筑波大学国際産学連携本部調査活動

7月6日つくば熱帯資源植物園調査活動 7月29日小樽商科大学グローカル戦略調査活動 7月30日　日本ハムファイターズボールパーク構想調査活動

7月30日サイクル・ツーリズム北海道調査活動

7月4日土浦土木事務所とヒアリング調査活動

6月23日ふれあい食堂調査活動

6月26日流通経済大学スポーツ健康科学科調査活動

6月17日総務企画委員会にてドライブレコーダーの設置状況を問う

8月24日霞ヶ浦環境科学センター調査活動

5月9日霞ヶ浦田村沖宿戸崎地区自然再生事業春の自然観察会調査活動


